











写真 2-4-7 残された屋根より確認できる軒反り 













ニオ・サルバ氏の手に移り、1947 年頃に天谷家で購入した。ちなみに「その 2 天谷邸の現
状と推定復元について」2)（本書 2 章 6 節）で取り上げた住宅は、当初は捨吉の住まいであ
った。 
 
図 2-5-1 天谷家住宅 北側外観 
 
 
図 2-5-2 聞き取りによる天谷家の家系図 
 
 
1) 松村俊明『イグアッペ植民地開拓五拾周年記念』レヂストロ連合青年会 1963 年 12 月 
2) 拙稿「その 2 天谷邸の現状と推定復元について」『日本建築学会北海道支部 第 91 回研究発表会』pp.405～408、2018





































主屋は間口約 7.3m×桁行約 14.7m の木造 2 階建て、和小屋の寄棟屋根にフランス瓦が葺
かれている。1 階の柱は煉瓦だが他の軸部は木造で、壁は土壁を基本とし漆喰仕上げで、2
階のベランダには吉祥を表現した鏝絵がある。 
図 2-5-4 天谷家住宅現状図面（1･2 階平面図、断面図） 










1 階は 5 つの部屋があり、タイルが張られた居室以外の床はモルタルによる土間となって
いる。2 階は中央広間の両脇に居室が 2 部屋ずつ接し、北側にはベランダがある。 
各階とも主要な居室には後補材による天井が張られており、天井高は 1 階が約 2.3m、2 階
が約 2.9m となっている。 
主屋の南側には幅約 3.7m の下屋があり、2 階から南側の屋外作業スペースに出入りする
































図 2-5-6 板戸が建てこまれている 
主屋の開口部 
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図 2-5-6 板戸が建てこまれている 
主屋の開口部 
図 2-5-5 下屋コーナー部の柱脚 
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